
                                                   令和 6 年 7 月 3 日発行 

                          府中ひかり保育園子育て支援センター 

第１回目は玩具作りを 

しました。ビーズがキラキラ光る 

ウォーターボトルは、お気に入りの 

玩具になりそうです。 

第 2 回目は講師の桑原先生を招いて、 

ベビーマッサージをしました。 

             気持ちが良くて赤ちゃん達は 

           もう眠りそうです。うっとりと 

した表情は、とてもかわいらしかったです❤ 

惠美子園長先生 

あいさつ 

 



 

 

 

  

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に体温調節機能が十分に発達していない乳幼児は大人よりも熱中症にかかりやすいと 

言われていますが、周囲の人が顔色や汗のかき方を注意してみることで防ぐことができます。 

次のことに注意して熱中症を防ぎましょう。 

1 水分を多めにとろう・・・水分を多く含む食事や定期的な水分補給を心掛けましょう。 

2 熱や日差しから守ろう・・・熱のこもらない素材や薄い色の衣服を選んだり、日光を遮る帽子などを 

身につけましょう。 

3 地面の熱に気をつけよう・・・背が低かったり、ベビーカーの利用などで地面に近い環境で過ごすことが多く、 

地面からの熱を受けやすいです。子どもの高さの気温や湿度を気にかけましょう。 

4 暑い環境に置き去りにしないようにしよう・・・「寝ているから」「ちょっとの時間だから」と放置することは 

危険です。特に車内に置き去りにすることは絶対にやめましょう。 

5 室内遊びも油断しない・・・日差しがない室内では大丈夫だろうと油断しがちですが、 

屋外と同じ対策を意識しましょう。 

6 周りの大人が気にかけよう・・・汗や体温、顔色や泣き方など赤ちゃん・子どもの 

様子をまわりの大人が気にかけましょう。 

7 外で夢中になりすぎない・・・遊びに夢中になると、のどの渇きや気分の悪さなどの熱中症の 

サインに気付くのが遅くなります。遊びに夢中な場合は、大人が 

見守り休憩や水分補給をすすめましょう。 

【一般社団法人日本気象協会 熱中症 ZERO へ より一部抜粋】 

～ 食中毒 知っておきたい 3 原則 ～ 
 細菌の多くは高温多湿 

な環境で増殖します。 

生鮮食品や総菜は購入後 

早めに冷蔵庫に入れま 

しょう。 

 

 

手に様々な雑菌を 

付けないために食べ物を 

扱う前後には必ず手洗いを 

しましょう。 

ほとんどの細菌やウイ 

ルスは加熱によって死滅 

します。しっかり加熱を 

しましょう。 ふきん、 

まな板、包丁も熱湯を 

かけて清潔にしておき 

ましょう。 


